
　愛知大学のルーツ校は、1901（明治34）年に中国・上海に誕生した「東亜同文書院」（1939（昭和14）年に大学へ昇格）。当時の東アジ

アは欧米列強の圧力が清国へ一層強まる中、日本も危機感を抱いていました。そのような中、弱体化しつつある清国と提携し、東アジアの安

定を図ろうとする動きが、それまでの欧米指向中心であった日本の中に新たに芽生えました。それを具現化したのは、荒尾精が1890（明治23）

年、上海に日清間の貿易実務者養成のために開学し、90名を卒業させた日清貿易研究所です。そのあと日清戦争が始まり、日本が勝利する

と、清国への賠償金請求が唱えられる中、日本に帰国していた荒尾は反対表明を繰り返し、日清貿易促進のために尽力しました。一方、近衞

家の筆頭となった近衞篤麿は独学の上、ヨーロッパ留学を経験。2度目のヨーロッパ訪問時にヨーロッパ列強のアジア戦略情報を知ると、東

アジア安定化のためには、日清間での教育、文化交流が必要だと痛感します。そこで1900（明治33）年、近衞は清国の近代化改革をめざす

実力者である劉坤一と張之洞の両総督との協議により、南京に「南京同文書院」を開学、日本人入学生24名は、清語・英語・商業・政治など

を学び始めました。「南京同文書院」は設立直後、北清事変によって南京の危機が高まったため、1901（明治34）年、上海高昌廟にキャンパ

スを設置し、「東亜同文書院」に改名しました。書院の経営は財団法人東亜同文会が担い、初代院長には根津一が就任して、荒尾精が意図

した日清間の本格的な貿易実務者を養成するビジネススクールとしての歩みを始めました。近衞は発展を図るべく新たな全国府県費（給付奨

学金）制度による学生募集を行った結果、“知を愛し上海へ”留学した卒業生は5,000名に上りました。カリキュラムには、清語・英語の外国語

科目や貿易・商業科目が配置され、なかでも中国国内を主なフィールドワーク先とする「大調査旅行」は書院の特筆すべき科目です。これにより

延べ700コースに及ぶ調査状況が報告されています。東亜同文書院大学は、1945（昭和20）年の敗戦後、財団法人東亜同文会の解散と

ともに幕を閉じました。なお、最後の学長本間喜一の指示により、中国からの帰還時に、教職員・学生が『学籍簿』『成績簿』をリュックサック等

に大切にしまい日本に持ち帰りました。5,000名に及ぶすべての『学籍簿』『成績簿』は、今も愛知大学で保管されています。

119年前、中国・上海で始動したグローバル教育「知を愛し、世界へ。」

日本と中国を繋ぐ、東亜同文会が設立したビジネススクール「東亜同文書院」

創立当時の愛知大学本館

戦後の困難の中、新大学「愛知大学」を設立　「無」の上に「有」を築き上げた創成期

林 毅陸（1872～1950年） 本間 喜一（1891～1987年）

　愛知大学は、1946（昭和21）年、東亜同文書院大学最後の学長本間喜一や、小岩井淨、神谷龍男、木田弥三旺をはじめとした東亜同文

書院大学（以下、書院）関係者の尽力と、横田忍豊橋市長の支援により、豊橋市の旧陸軍士官学校（旧陸軍第15師団）跡地に設立しまし

た。これには以下のような背景があります。1946年に上海から帰還した本間喜一が、財団法人東亜同文会（書院の経営団体）の会長代理一

宮房次郎を訪ね、「東亜同文書院大学に代わるべき新大学の設立を東亜同文会として考慮していただきたい」と申し入れを行いました。数日

後、「採用しないことに決定した」との回答を受け取った本間は、「教職員有志のものが相集って設立しても差支えないか」と問い、一宮氏は

「有志で設立されるについては何等差支えない。我 も々或る程度の援助を与えるに吝ではない」と答えたことによります。本間喜一、小岩井淨

の両氏は、1946年5月30日に東京九段下の若喜旅館にて書院の教職員を招集。神谷龍男、木田弥三旺等13名が参加し、新大学設立と9

月開校目標が決議されました。大学設置場所は、久留米市・別府市・豊橋市・半田市・鎌倉市などが候補地となり、「大学将来の発展」を見据え

て慎重に検討されました。中部日本には法文系大学はなく、構想如何によっては全国的大学として優秀な学生を集めることができる、との見地

に立ち、さらに軍関係の建物の借入が有望であること、甘藷の大量生産地であり2,000～3,000名に及ぶ学生への食糧に不安がないことか

ら、豊橋市を最適地として決定。大学名は「智を愛するものが集う」との意味を含んだ「愛知大学」に決まりました。愛知大学は1946年11月15

日、昭和天皇によるご押印のうえ、吉田茂内閣総理大臣から旧制大学として許可され、日本で第49番目に開学、林毅陸を初代学長としました。

大学のあゆみ、今、これから

荒尾 精（1859～1896年） 根津 一（1860～1927年）

小岩井 淨（1897～1959年）

東亜同文書院虹橋路校舎近衞 篤麿（1863～1904年）愛
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語
訳
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わ
が
日
本
は
長
期
に
わ
た
る
今
回
の
戦
争
に
よ
っ
て
、物
質
的
・
精
神
的
に
荒
廃
さ
せ
ら
れ
、特
に
そ
の

結
果
は
惨
憺
た
る
敗
戦
を
招
き
、ま
さ
に
壊
滅
の
危
機
に
立
つ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

い
ま
、こ
の
よ
う
な
壊
滅
を
免
れ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、こ
の
事
態
を
到
来
さ
せ
た
古
き
日
本
の
誤
っ
た

指
導
と
積
り
積
も
っ
た
弊
害
を
一
掃
し
、新
し
い
日
本
と
し
て
更
生
す
る
道
を
選
ぶ
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。

実
に
新
日
本
の
進
む
べ
き
方
向
は
、
旧
来
の
軍
国
主
義
的
、
侵
略
主
義
的
な
ど
の
諸
傾
向
を
一
度
に
投

げ
捨
て
、
社
会
的
存
在
の
全
範
囲
に
わ
た
っ
て
民
主
主
義
を
実
現
し
、
自
ら
を
文
化
、
道
義
、
平
和
の
新
国

家
と
し
て
再
建
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
の
一
員
と
し
て
、
世
界
文
化
と
平
和
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
も

の
と
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
新
日
本
の
新
し
い
出
発
に
際
し
て
、
さ
し
あ
た
り
解
決
を
要
す
る
様
々
な
問
題
が
山
積
す

る
と
い
え
ど
も
、
特
に
学
問
、
思
想
、
文
化
を
盛
ん
に
興
し
、
教
養
あ
る
才
能
の
あ
る
人
材
を
養
成
す
る
こ

と
は
急
務
で
最
も
基
礎
的
な
も
の
の
一
つ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。我
々
が
た
が
い
に
相
談
し
て
こ
こ
に

愛
知
大
学
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
理
由
は
、
実
に
こ
の
よ
う
な
客
観
的
要
請
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
り
、

一
言
で
こ
れ
を
言
え
ば
世
界
平
和
に
寄
与
す
べ
き
日
本
の
人
文
の
興
隆
と
、
才
能
の
あ
る
人
材
の
養
成
と

い
う
点
に
尽
き
る
の
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
こ
の
時
に
際
し
、
予
定
す
る
よ
う
な
地
方
に
お
い
て
本
大

学
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、自
ら
特
殊
な
意
義
と
使
命
も
ま
た
あ
る
。つ
ま
り
、

第
一
に
、
本
大
学
の
所
在
地
は
中
部
日
本
の
一
地
方
都
市（
愛
知
県
豊
橋
市
）に
置
く
の
で
あ
る
が
、
そ

の
理
由
は
い
ま
我
が
国
に
お
い
て
学
問
文
化
の
興
隆
を
計
ろ
う
と
す
る
た
め
に
は
、
大
都
市
へ
の
偏
重
集

積
を
な
く
し
地
方
分
散
こ
そ
望
む
と
の
趣
旨
を
活
か
そ
う
と
す
る
含
み
を
持
つ
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。周

知
の
よ
う
に
名
古
屋
市
を
中
心
と
す
る
中
部
日
本
に
は
、
ま
だ
法
文
科
系
の
大
学
が
な
く
、
こ
の
地
方
に

は
こ
の
よ
う
な
文
化
機
関
の
設
置
を
要
望
す
る
こ
と
切
な
る
も
の
が
あ
る
。愛
知
大
学
は
こ
の
要
望
に
応

え
学
問
の
研
究
を
盛
ん
に
す
る
と
と
も
に
、
周
囲
へ
の
文
化
的
影
響
が
あ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

第
二
に
、
世
界
文
化
と
平
和
に
寄
与
す
べ
き
新
日
本
の
建
設
に
適
す
る
人
材
は
、
国
際
的
教
養
と
視
野

を
持
つ
こ
と
が
最
も
必
要
な
資
格
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
事
情
に
照
ら
し
、
本
大
学
と
し
て
は
一
般
的
な

学
問
の
基
礎
の
上
に
各
国
の
政
治
、経
済
、文
化
の
研
究
に
重
点
を
置
く
科
目
を
設
け
、こ
れ
を
必
須
科
目

と
し
、
い
わ
ば
国
際
文
化
大
学
の
よ
う
な
性
格
を
そ
の
一
つ
の
特
徴
と
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
大
学
は
我
が
国
に
ま
だ
無
い
も
の
で
、
本
学
は
こ
の
点
に
新
し
い
計
画
を
始
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。さ
ら
に

第
三
に
、本
大
学
は
第
一
年
度
に
予
科
全
学
級
を
、第
二
年
度
に
学
部
全
学
年
を
同
時
に
開
設
し
、中
部

日
本
出
身
の
学
生（
男
女
）で
、
遠
く
離
れ
た
地
で
学
ぶ
者
に
し
て
時
局
下
就
学
が
不
便
の
た
め
転
学
し
よ

う
と
す
る
者
の
要
望
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
外
地
の
大
学
、
専
門
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
転
入
学
の
困

難
を
も
緩
和
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。外
地
の
引
揚
げ
学
生
は
現
在
、
転
入
学
が
困
難
な
事
情
の
も

と
に
苦
悩
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
比
較
的
に
国
際
的
知
識
欲
が
旺
盛
で
あ
る
の
で
、
本
学
に
収
容
し
思

想
的
、
学
問
的
に
再
教
育
す
る
こ
と
は
ま
た
本
学
の
性
格
に
相
応
し
い
一
つ
の
任
務
と
考
え
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

以
上
の
諸
見
地
か
ら
、
我
々
は
微
力
も
顧
み
ず
、
こ
こ
に
愛
知
大
学
設
立
の
行
動
に
出
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
我
等
の
真
意
が
各
方
面
に
正
し
く
理
解
さ
れ
、
こ
の
企
画
に
対
し
て
支
援
と
鞭
撻
を
与
え
ら

れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
止
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。

設立趣意書碑文と自由受難の鐘

建学の精神・設立趣意書

建学の精神
世界文化と平和への貢献

国際的教養と視野をもった人材の育成
地域社会への貢献

（
一
九
四
六
年
十
一
月
十
五
日
創
立
）
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